
様式第27号

4

課

１　令和４年度の実績

（１）事業実績

（２）管理経費 （単位：千円）

収支差額（①－②） ▲ 16 ▲ 88 ▲ 53 ▲ 157

支出合計　② 49,090 49,373 51,049 149,512

その他 0

自主事業経費 61 213 74 348

事業費 0

委託料 11,942 12,485 13,423 37,850

手数料・保険料 511 324 587 1,422

使用料・リース料 1,100 1,234 1,061 3,395

修繕料 1,343 593 247 2,183

水道光熱費 3,019 2,989 4,141 10,149

18,523

管理費 17,915 17,625 19,459 54,999

福利厚生費 3,579 3,527 3,770 10,876

支
出

人件費 21,701 21,536 21,529 64,766

事務費 5,834 6,472 6,217

収入合計　① 49,074 49,285 50,996 149,355

その他 0

0

自主事業収入 45 125 21 191

149,164 基本協定額： 258,150 千円

利用料金 0

（２年度） （３年度） （４年度）

収
入

指定管理料 49,029 49,160 50,975

事業収入

利用実績
郷土資料館・若林家住宅・歴史文化館入館者数13,461人、三の丸記念館利用者数1,149人、
武家住宅入館者数3,015人

サービス向上の
取組

①接客研修等への参加　②ホームページの充実　③関係職員による改善案の提示と対応
④募金型式でのサービスの提供

区分
前々年度 前年度 当該年度

合計 備考

指定管理者名 公益財団法人イヨボヤの里開発公社 所管課 生涯学習

指定期間 令和４年４月１日～令和９年３月31日（５年間） 評価者（課長） 平山　祐子

管理運営評価シート（令和４年度）

施設名称 村上市郷土資料館等 評価対象年度 令和 年度



２　共通評価項目

自
己
評
価

所
管
評
価

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

◎ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

◎ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

地域貢献への取組

市内業者の活用や地元雇用の促進など、地域振興に
寄与する事業内容である。

地域と連携した事業の実施や、地域活動への参加等
による地域貢献に取り組んでいる。

◎：協定等の内容を超える水準で業務を履行している　○：協定等の内容どおり業務を履行しており適正
△：協定等の内容に対し、一部不履行がある　×：協定等の内容に不履行があり改善の必要がある　－：該当なし

安定的な財務基盤
による管理運営

指定期間で安定的な管理運営を行う財務基盤を有し
ている。

事件・事故や利用
者への対応

苦情、事故、トラブルを防止するための具体策や対処
方法は適切である。

利用者の安全確保と緊急時の対応・体制は適切に整
備されている。

新たな収入の創出等、経営の安定化に向けた独自の
取組を行っている。

適正な人員配置や
人材育成の取組

適切な人員や有資格者の配置、勤務体制、労働管理
となっている。

人材育成に対する積極的な取組が講じられており、職
員研修等の人材育成に取り組んでいる。

施設やサービスの利用促進・拡大を図るため、適切な
広報や的確な手法を行っている。

自主事業の実施方針及び内容は施設の設置目的を
果たすものとなっており、効果的に実施されている。

経営努力による経
費縮減の取組

安全な管理体制及び事業実施に対して、適切な収支
決算となっている。

縮減の取組がサービス低下につながらず、バランスが
図られた事業内容となっている。

管理効率化等による余剰分を新たなサービス展開に
よる施設効用の拡大につなげている。

業務仕様書の水準
を満たしたサービ
スの提供

公の施設の管理運営にふさわしい理念やコンプライア
ンスの取組等、透明性の高い運営を行っている。

施設の設置目的を理解し、仕様書に指定された業務
を実施している。

創意工夫による
サービス向上と自
主的な経営努力

サービス向上のための取組を行っている。

利用者の要望や意見を把握し、その対応方法が明確
になっている。

情報公開、個人情
報保護の取組

情報公開、個人情報保護に係る措置が適切に講じら
れている。（書類の保管、社員への周知等）

情報公開、個人情報保護について、内部規約の整備
や実施基準等が考慮されている。

従業員の労働条件
など法令遵守によ
る管理運営

適切な労働条件や運営体制が確保されている。

関係する法律、条例等を理解し遵守している。

（記入者）自己評価…指定管理者　所管評価…施設担当課

評価項目 判断基準
備考

（◎、△、×のときは評価内容、その他
特記事項があれば記入）

公の施設の平等な
利用の確保

事業内容等は、一部の市民や団体に対して、不当に
利用を制限又は優遇するものではない。

社会的弱者の公平利用について、配慮されている。



３　業務実施上の課題（指定管理者が記入）

（１）指定管理業務実施上の課題

（２）課題解決に向けた取組

（３）その他

４　全体的な評価
（１）指定管理者の評価

コロナ禍の入館者減少等から回復傾向が見られ、令和３年度に比べ入館者数、利用者数は各施設とも増加している。事業や特別
展等についても制約がある中で開催できないものもあったが、おおむね計画通りに行うことができたことから一定程度成果をあげら
れたのではないかと考えている。

（２）施設所管課の評価

施設管理や利用者への対応については適切におこなわれており、利用者アンケート等でも良好な結果が得られている。施設運営
やPRではおおむね良好な結果と評価され、新型コロナウィルス感染症の影響下でも入館者数が回復傾向となっていることから、今
後も市民及び観光客の要望や歴史・文化の振興に寄与する企画展示や講座の開催方法を検討し、運営に取り組んでもらいたい。

（３）次年度の管理運営に対する指導事項等（施設所管課）

今後さらに入館者数が増加していくことも考慮し、適切な施設管理と親切丁寧な対応を心がけ、利用者の満足度向上を目指して管
理運営を行ってもらいたい。また、近年の状況に合ったPR方法や企画展示について検討するとともに、郷土資料館が貴重な地域
資料の保存や市民の郷土史学習の拠点として最大限活用されるよう運営に取り組んでもらいたい。

各施設とも建設からかなりの年数が経過しており、劣化している箇所が目立っている。特に公開中の武家屋敷の多くは、茅葺
屋根の状態が悪化しており、早急な対策が必要な状態である。

定期的に茅葺屋根の状況を担当課に報告し葺き替え、差茅の計画的な実施を要望しているとともに、応急処置や日常できる
範囲での維持管理を継続的に行っている。

①利用者からの主な意見や苦情、対応策

アンケートの集計結果では窓口職員の接客態度等は良好という回答が多く、令和４年度は苦情等はなかった。アンケートは
随時確認しており、苦情があった場合には早急に対応できるようにしている。

②その他


